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Ⅰ .序論  
1. 問題  










対しても大きな影響を与えている。 Holmes EA.（ 2020）らが新型コロナウイ
ルスにより最も問題になっていることを明らかにするためにインターネットを
使用し行った調査では、調査に参加した 2198 人のうち、約 7 割がストレスを
感じ、メンタルに悪影響があるという結果が示されている。  
諸外国だけではなく、日本においても自粛生活によりストレスを感じている
人は多い。株式会社クロス・マーケティング（ 2020）が行った全国の 20 歳か





（ 2020）が 2020 年 7 月に行った調査では、生活様式の変化で精神的不調を感
じている人は 35.6％、身体の不調は 20.7％であり、それに加えて、医療機関で























2020 年 4 月に名古屋大学の学生約 5000 人に行った調査によると、およそ半数
の学生が不安を感じているという結果が得られた。また、秋田大学（ 2020）が
2020 年 5 月に行った、「全国緊急事態宣言による自粛が及ぼす大学生のこころ
とからだへの影響」という調査では、秋田大学の学生 2712 名のうち、 188 名
が感情疲労、うつ、不眠の項目で高リスクであるということが示されている。
さらに、2020 年 7 月に立命館大学新聞社が行った調査によると、自粛期間に入
って気分が落ち込むことが増えた学生が全体の 52.1％であるということが示
されており、 2 人に 1 人が精神的なダメージを受けやすくなっていたという結





































































Wallston, & Smith (1995) に よ っ て 作 成 さ れ た 主 観 的 健 康 管 理 能 力 尺 度
（ Perceived Health Competence Scale ;  PHCS）によって測定される、健康に
関連する習慣や行動の変容にかかわる能力、とされている（戸ヶ里・山﨑・小
出・宮田， 2006）。先行研究によると、この主観的健康維持能力は、慢性疾患
患 者 の 抑 う つ に 有 意 に 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と が 示 さ れ て お り （ Debbie 
Bonetti , Marie Johnston, Jesus Rodriguez -marin, Mariangeles Pastor,Maite 











































































Ⅱ . 方法  
1.  調査の手続き  
関西福祉科学大学の大学生 111 名（男性 33 名、女性 78 名）を対象に調査を
実施した。調査期間は 2020 年 7 月 29 日～ 2020 年 11 月 22 日である。本調査





















(1)  セルフコントロール  
各個人における、調整型セルフコントロール、改良型セルフコントロールの
実行状況を評価する尺度である、 Redressive-Reformative Self-Control Scale 
(以下 RRS)(杉若 , 1995)を用いて測定した。評定には 6 件法を用い（ 1.まったく
当てはまらない～ 6.とても当てはまる）、得点が高いほど、セルフコントロール
を実行できていると解釈される。  
(2)  外出自粛時における認知的評価  
日常生活において経験する主要なストレッサーに対する認知的評価の測定を
目的として鈴木・坂野（ 1998）によって開発された認知的評価測定尺度（CARS）






























(4)  外出自粛時における抑うつ  
外出自粛中における、抑うつの強さを調査するために、CES-D（ The Center 
for Epidemiologic Studies Depression Scale）を用いて調査を行った。項目は






(5)  主観的健康維持能力  
Smith, Wallston, & Smith (1995)  が作成し、戸ヶ里によって日本語に翻訳
された、Perceived Health Competence Scale の日本語版を用いて調査を行っ
た。健康関連の期待信念を測定する自己効力感理論を基盤とした尺度である。












うつに影響を与えているのかを検討した。なお、分析には SPSS Ver.26、AMOS 
Ver.24 を用い、有意水準を 5％に設定した。  
4 倫理的配慮  
調査実施に際して、関西福祉科学大学研究倫理審査委員会の承認を得た。（承





























Ⅲ .結果  








人数 構成比 人数 構成比
性別 朝食の有無
男 33 (29.7) ほぼ毎日食べる 64 (57.7)
女 78 (70.3) 時々食べる 39 (35.1)
学年 食べない 8 (7.2)
1年生 62 (55.9) 飲酒の有無
2年生 16 (14.4) 考えて食べる 85 (76.6)
3年生 25 (22.5) 少しは食べる 24 (21.6)
4年生 8 (7.2) 食べない 2 (1.8)
学科 喫煙の有無
心理科学部 72 (64.9) 吸わない 105 (94.6)
教育学部 16 (14.4) やめた 4 (3.6)
健康科学科 14 (12.6) 1～10本 2 (1.8)
社会福祉学科 7 (6.3) 睡眠時間の平均
福祉栄養学科 1 (0.9) 8時間以上 19 (17.1)
発達支援教育専攻 1 (0.9) 8時間 17 (15.3)
運動やスポーツの頻度 7時間 34 (30.6)
全くしない 62 (55.9) 6時間 28 (25.2)
月1～2回 19 (17.1) 5時間 13 (11.7)
週1回 18 (16.2) オンライン機器の有無
週2回以上 12 (10.8) 有り 104 (93.7)
食事の時間の規則性 無し 7 (6.3)
規則的 29 (26.1) 一人暮らしであるかどうか
たまに不規則 65 (58.6) 一人暮らし 23 (20.7)
かなり不規則 17 (15.3) 実家暮らし 88 (79.3)
栄養バランスの考慮の有無 コロナ重症化リスクがある家族の有無
考えて食べる 23 (20.7) 有り 37 (33.3)



















の平均を算出した。学年ごとの回答数として、 1 年生 62 人、 2 年生 16 人、 3























検定を行った。その結果を table4、 table5.に示した。  
 
全体 1年生 2年生 3年生 4年生
外出ができないことへのストレス 5.86 59 6.25 6.04 4.13
感染しているかもしれないというストレス 5.14 5.4 3.88 5.56 4.38
体が動かせないことに関するストレス 4.75 4.71 5.62 4.8 3.13
勉強がはかどらないというストレス 6.25 6.18 6.56 6.64 5
オンライン授業に関するストレス 6.97 6.39 7.69 7.84 7.38
大学からの課題に関するストレス 8.04 7.63 8.94 8.2 8.88
慣れないPC作業に関するストレス 5.77 6.16 4.94 5.68 4.75
友人等に会えないというストレス 6.58 6.1 7.5 6.64 8.25
趣味等、自分のしたいことができないストレス 6.39 6.55 5.94 7.28 3.25
経済的なストレス（バイトに出勤できない等も含む） 5.14 5.34 4.88 5.44 3.13
同居人（家族など）に関するストレス 4.78 4 5.81 5.52 6.5
家事等、家のことに関するストレス 4.54 4.47 4.12 4.52 6
今後の不安（試験、就職、進学等）に関するストレス 7.8 7.47 7.69 8.2 9.38
table.3 各学年ごとのストレッサー評価
自由度 平均平方 F 値 有意確率
外出ができないことへのストレス 3 9.146 0.888 0.45
感染しているかもしれないというストレス 3 12.996 1.439 0.236
体が動かせないことに関するストレス 3 11.179 1.321 0.271
勉強がはかどらないというストレス 3 6.064 0.75 0.525
オンライン授業に関するストレス 3 16.512 1.789 0.154
大学からの課題に関するストレス 3 9.859 1.85 0.143
慣れないPC作業に関するストレス 3 9.702 0.836 0.477
友人等に会えないというストレス 3 16.807 1.655 0.181
趣味等、自分がしたいことができないストレス 3 34.503 3.191 0.027
経済的なストレス（バイトに出勤できない等も含む） 3 12.767 1.159 0.329
同居人(家族など)に関するストレス 3 30.711 2.71 0.049
家事等、家のことに関するストレス 3 6.714 0.667 0.574
今後の不安（試験、就職、進学等）に関するストレス 3 10.297 1.725 0.166







とができないストレス」の項目で、 4 年生と 1 年生、 3 年生の項目との間に有
学年 平均 学年 平均値の差 標準誤差 有意確率 下限 上限
1 6.55 2 0.611 0.922 0.911 -1.8 3.02
3 -0.732 0.779 0.784 -2.76 1.3
4 3.298* 1.235 0.043 0.07 6.52
2 5.94 1 -0.611 0.922 0.911 -3.02 1.8
3 -1.343 1.053 0.581 -4.09 1.4
4 2.688 1.424 0.24 -1.03 6.4
3 7.28 1 0.732 0.779 0.784 -1.3 2.76
2 1.343 1.053 0.581 -1.4 4.09
4 4.030* 1.336 0.017 0.54 7.52
4 3.25 1 -3.298* 1.235 0.043 -6.52 -0.07
2 -2.687 1.424 0.24 -6.4 1.03
3 -4.030* 1.336 0.017 -7.52 -0.54
学年 平均 学年 平均値の差 標準誤差 有意確率 下限 上限
1 4 2 -1.812 0.944 0.226 -4.28 0.65
3 -1.52 0.798 0.232 -3.6 0.56
4 -2.5 1.265 0.203 -5.8 0.8
2 5.81 1 1.813 0.944 0.226 -0.65 4.28
3 0.293 1.078 0.993 -2.52 3.11
4 -0.687 1.458 0.965 -4.49 3.12
3 5.52 1 1.52 0.798 0.232 -0.56 3.6
2 -0.293 1.078 0.993 -3.11 2.52
4 -0.98 1.367 0.89 -4.55 2.59
4 6.5 1 2.5 1.265 0.203 -0.8 5.8
2 0.688 1.458 0.965 -3.12 4.49




















比べて、ストレッサー評価の得点が有意に高い（ p<0.05）ことが示された。  
 
2.  新型コロナウイルスによる外出自粛要請時におけるストレスに影響を与え




















体が動かせないことに関するストレス 3.51 5.34 2.468 2.964 -3.426 85.127 0.001
趣味等、自分がしたいことができないストレス 5.24 7.01 3.547 3.16 -2.564 65.499 0.013
table6. 同居人等に高リスク者がいる人といない人のストレッサー評価の平均の差の比較
1 2 3 4 5 6 7 8 9
1. 改良型セルフコントロール
2. 調整型セルフコントロール .229*
3. 主観的健康維持能力 .487** .294**
4. コミットメント 0.102 0.018 -0.052
5. 影響性 0.065 -.191* -0.166 .607**
6. 脅威性 0.077 0.043 -0.068 0.019 .244**
7. コントロール可能性 .187* 0.177 .289** 0.111 -0.016 -.436**
8. ストレッサー評価 0.039 0.176 -0.075 -0.158 0.146 .502** -.267**
9. 抑うつ -.224* -0.176 -.456** -0.03 .201* .404** -.564** .465**
* 相関係数は 5% 水準で有意 






























セ ル フ コ ン ト ロ ー ル
調 整 型
セ ル フ コ ン ト ロ ー ル
ス ト レ ッ サ ー 評 価
主 観 的
健 康 維 持 能 力
* * p < . 0 1  * p < . 0 5
抑 う つ
F i g u r e . 1 　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に よ る 外 出 自 粛 時 の 抑 う つ に 影 響 を 与 え る 要 因 と そ の プ ロ セ ス
図 の 煩 雑 さ を 減 ら す た め 、 変 数 間 の 推 定 値 に 関 す る 有 意 差 （ ア ス タ リ ス ク ） の み を 記 載 し た 。
. 5 02**
. 332**




















良型、β＝ 0.443、p<0.001）。第 2 に、抑うつとストレッサー評価、脅威性（認
知的評価）の間に正の関係、主観的健康維持能力との間には負の関係が認めら






















































































































































































































及川・及川（ 2010）が 2009 年に生じた新型インフルエンザ（インフルエンザ  
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